
ＤＤＤＤ滑走路滑走路滑走路滑走路のののの設計設計設計設計のののの基本的考基本的考基本的考基本的考ええええ方方方方（（（（そのそのそのその１１１１））））
～～～～設計条件及設計条件及設計条件及設計条件及びびびび性能規定性能規定性能規定性能規定～～～～

ＤＤＤＤ滑走路滑走路滑走路滑走路のののの設計設計設計設計のののの基本的考基本的考基本的考基本的考ええええ方方方方（（（（そのそのそのその１１１１））））
～～～～設計条件及設計条件及設計条件及設計条件及びびびび性能規定性能規定性能規定性能規定～～～～

関東地方整備局関東地方整備局関東地方整備局関東地方整備局 港湾空港部港湾空港部港湾空港部港湾空港部

東京国際空港再拡張東京国際空港再拡張東京国際空港再拡張東京国際空港再拡張プロジェクトプロジェクトプロジェクトプロジェクト推進室推進室推進室推進室

宮田正史宮田正史宮田正史宮田正史，，，，上原正光上原正光上原正光上原正光，，，，野口孝俊野口孝俊野口孝俊野口孝俊

福本裕哉福本裕哉福本裕哉福本裕哉，，，，志茂志茂志茂志茂 香香香香，，，，竹内竹内竹内竹内 泰弘泰弘泰弘泰弘



本日の発表内容本日の発表内容

①①①①技術報告会技術報告会技術報告会技術報告会におけるにおけるにおけるにおける報告事項等報告事項等報告事項等報告事項等

②②②②ＤＤＤＤ滑走路建設工事滑走路建設工事滑走路建設工事滑走路建設工事のののの契約方式契約方式契約方式契約方式のののの特徴特徴特徴特徴

（（（（設計設計設計設計・・・・施工一括発注方式施工一括発注方式施工一括発注方式施工一括発注方式、、、、性能発注性能発注性能発注性能発注））））

③③③③要求水準書要求水準書要求水準書要求水準書のののの概要概要概要概要

④④④④設計条件設計条件設計条件設計条件

・・・・土質条件土質条件土質条件土質条件のののの概要概要概要概要

・・・・地震条件地震条件地震条件地震条件のののの概要概要概要概要，，，，耐震性能耐震性能耐震性能耐震性能のののの基本的基本的基本的基本的なななな考考考考ええええ方方方方

⑤⑤⑤⑤おわりにおわりにおわりにおわりに



①①①①技術報告会技術報告会技術報告会技術報告会におけるにおけるにおけるにおける報告事項等報告事項等報告事項等報告事項等①①①①技術報告会技術報告会技術報告会技術報告会におけるにおけるにおけるにおける報告事項等報告事項等報告事項等報告事項等

■■■■実施設計実施設計実施設計実施設計
○○○○主要施設主要施設主要施設主要施設のののの設計概要設計概要設計概要設計概要(埋立・護岸部, 桟橋部,接続部護岸など）

○○○○各施設各施設各施設各施設のののの設計詳細設計詳細設計詳細設計詳細／／／／耐久性検討耐久性検討耐久性検討耐久性検討
○○○○重要重要重要重要なななな技術的事項技術的事項技術的事項技術的事項（鋼材の腐食対策,圧密沈下への対応など）

■■■■施工施工施工施工
○○○○事前調査事前調査事前調査事前調査（追加土質調査，杭の載荷試験など）
○○○○各施設各施設各施設各施設のののの詳細施工計画詳細施工計画詳細施工計画詳細施工計画／／／／品質管理計画品質管理計画品質管理計画品質管理計画
○○○○情報化施工情報化施工情報化施工情報化施工（埋立護岸部，接続部護岸等の動態観測／安定管理など)
○○○○環境環境環境環境モニタリングモニタリングモニタリングモニタリング

※※※※赤字赤字赤字赤字：：：：第第第第１１１１回技術報告会回技術報告会回技術報告会回技術報告会におけるにおけるにおけるにおける報告対象事項報告対象事項報告対象事項報告対象事項

■■■■維持管理維持管理維持管理維持管理
○○○○維持管理計画維持管理計画維持管理計画維持管理計画のののの基本方針基本方針基本方針基本方針
○○○○各施設各施設各施設各施設のののの維持管理計画維持管理計画維持管理計画維持管理計画（鋼材／コンクリート構造の維持管理など）

■■■■事業実施上事業実施上事業実施上事業実施上のののの検討検討検討検討((((設計等設計等設計等設計等))))
○○○○契約方式契約方式契約方式契約方式，，，，要求水準書要求水準書要求水準書要求水準書のののの考考考考ええええ方等方等方等方等
○○○○設計条件設計条件設計条件設計条件(土質条件,地震条件, その他）

○○○○各種技術検討各種技術検討各種技術検討各種技術検討

■■■■事業実施上事業実施上事業実施上事業実施上のののの検討検討検討検討((((環境環境環境環境))))
○○○○環境環境環境環境アセスメントアセスメントアセスメントアセスメント
○○○○環境監視環境監視環境監視環境監視国国国国

ＪＶＪＶＪＶＪＶ



②②②②ＤＤＤＤ滑走路建設工事滑走路建設工事滑走路建設工事滑走路建設工事のののの契約方式契約方式契約方式契約方式のののの特徴特徴特徴特徴
（（（（設計設計設計設計・・・・施工一括発注方式施工一括発注方式施工一括発注方式施工一括発注方式、、、、性能発注性能発注性能発注性能発注））））

②②②②ＤＤＤＤ滑走路建設工事滑走路建設工事滑走路建設工事滑走路建設工事のののの契約方式契約方式契約方式契約方式のののの特徴特徴特徴特徴
（（（（設計設計設計設計・・・・施工一括発注方式施工一括発注方式施工一括発注方式施工一括発注方式、、、、性能発注性能発注性能発注性能発注））））



ＤＤＤＤ滑走路建設工事滑走路建設工事滑走路建設工事滑走路建設工事のののの特徴特徴特徴特徴（（（（概要概要概要概要））））ＤＤＤＤ滑走路建設工事滑走路建設工事滑走路建設工事滑走路建設工事のののの特徴特徴特徴特徴（（（（概要概要概要概要））））

ＤＤＤＤ滑走路建設予定位置図滑走路建設予定位置図滑走路建設予定位置図滑走路建設予定位置図

【 23側 】

【 05側 】

○2500ｍの滑走路を設計設計設計設計・・・・施工施工施工施工

一括発注方式一括発注方式一括発注方式一括発注方式により整備

○○○○工事条件工事条件工事条件工事条件のののの厳厳厳厳しさしさしさしさ

東京湾内及び多摩川河口域と

いう社会的及び自然条件の極

めて厳しい条件下において、

設計及び施工を４７ヶ月という

極めて短期間で実施。

■■■■世界的世界的世界的世界的にもにもにもにも例例例例をををを見見見見ないないないない

困難困難困難困難かつかつかつかつ非常非常非常非常にににに高度高度高度高度なななな

技術的知見技術的知見技術的知見技術的知見がががが求求求求められめられめられめられ

るるるるプロジェクトプロジェクトプロジェクトプロジェクト



ジャケットジャケットジャケットジャケット

１ブロックの構造

【【【【計計計計５０８５０８５０８５０８ブロックブロックブロックブロック】】】】【【【【計計計計５０８５０８５０８５０８ブロックブロックブロックブロック】】】】

多
摩
川
護
岸
延
長

多
摩
川
護
岸
延
長

多
摩
川
護
岸
延
長

多
摩
川
護
岸
延
長

（１） 桟橋工法

多摩川多摩川多摩川多摩川
工期工期工期工期：：：：２２２２．．．．６６６６年年年年 工費工費工費工費：：：：５５５５,７８０７８０７８０７８０億億億億

円円円円

第一航路側第一航路側第一航路側第一航路側：：：：埋立工法埋立工法埋立工法埋立工法

（２）埋立・桟橋組合せ工法

工期工期工期工期：：：：２２２２．．．．５５５５年年年年 工費工費工費工費：：：：５５５５,８９７８９７８９７８９７億円億円億円億円

（３） 浮体工法

新滑走路新滑走路新滑走路新滑走路のののの建設工法建設工法建設工法建設工法 【【【【工法評価選定会議工法評価選定会議工法評価選定会議工法評価選定会議】】】】

工期工期工期工期：：：：２２２２．．．．５５５５年年年年 工費工費工費工費：：：：６６６６,０８００８００８００８０

億円億円億円億円

係留係留係留係留ドルフィンドルフィンドルフィンドルフィン

海底地盤海底地盤海底地盤海底地盤

ゴムフェンダ

浮体本体浮体本体浮体本体浮体本体



羽田空港再拡張事業工法評価選定会議報告書羽田空港再拡張事業工法評価選定会議報告書羽田空港再拡張事業工法評価選定会議報告書羽田空港再拡張事業工法評価選定会議報告書（（（（概要概要概要概要））））
【【【【H14.10H14.10H14.10H14.10】】】】

・①三工法三工法三工法三工法ともともともとも「空港として長期・安定的に機能すること」、「安全・確実な施

工」、「環境への影響」等の観点から致命的な問題点がないこと、②工費・工期に

ついては、検討の結果、大きな差が認められないとの見極めがついたことから、いいいい
ずれのずれのずれのずれの工法工法工法工法もももも、、、、本会議本会議本会議本会議でででで指摘指摘指摘指摘されたされたされたされた留意点留意点留意点留意点をををを踏踏踏踏まえまえまえまえ、、、、適切適切適切適切なななな設設設設
計計計計をををを行行行行うことによりうことによりうことによりうことにより建設建設建設建設がががが可能可能可能可能である。

・今後の具体的な契約発注手続きにおいては、本会議において議論された三工法及び
その検討結果から安全性に問題がないと類推される工法に限定する必要がある。な

お、本会議本会議本会議本会議においてにおいてにおいてにおいて指摘指摘指摘指摘したしたしたした留意点留意点留意点留意点についてはについてはについてはについては、、、、基本的基本的基本的基本的にににに今後今後今後今後
のののの契約発注手続契約発注手続契約発注手続契約発注手続きのきのきのきの中中中中でででで、、、、そのそのそのその解決解決解決解決をををを求求求求めることとすることがめることとすることがめることとすることがめることとすることが
適当適当適当適当である。

・本会議は、工費（維持管理費を含む）・工期の確実性を担保するための契約方式と

して、設計段階設計段階設計段階設計段階におけるにおけるにおけるにおける工費工費工費工費・・・・工期工期工期工期をををを施工段階及施工段階及施工段階及施工段階及びびびび維持管理段維持管理段維持管理段維持管理段
階階階階においてもにおいてもにおいてもにおいても保証保証保証保証させることのできるようさせることのできるようさせることのできるようさせることのできるよう、、、、設計設計設計設計とととと施工施工施工施工をををを一体一体一体一体
的的的的にににに発注発注発注発注することをすることをすることをすることを基本基本基本基本とするとするとするとする契約方式契約方式契約方式契約方式のののの採用採用採用採用をををを提案提案提案提案する。



羽田空港再拡張事業羽田空港再拡張事業羽田空港再拡張事業羽田空港再拡張事業のののの入札契約方式入札契約方式入札契約方式入札契約方式のののの特徴特徴特徴特徴（（（（１１１１））））羽田空港再拡張事業羽田空港再拡張事業羽田空港再拡張事業羽田空港再拡張事業のののの入札契約方式入札契約方式入札契約方式入札契約方式のののの特徴特徴特徴特徴（（（（１１１１））））

入札時の維持管理提案額を担保するため、 請
負者は、完成後完成後完成後完成後３０３０３０３０年間年間年間年間、国が求めた場合に、
維持管理提案額に基づく維持管理業務維持管理業務維持管理業務維持管理業務をををを行行行行うううう
義務義務義務義務をををを負負負負うううう。

維持管理維持管理維持管理維持管理
契約特則契約特則契約特則契約特則

設計・施工を分離してい
る場合、設計設計設計設計にににに起因起因起因起因するするするする
リスクリスクリスクリスクはははは発注者発注者発注者発注者がががが負担負担負担負担

原則として、設計設計設計設計にににに起因起因起因起因するするするするリスクリスクリスクリスクはははは請負者請負者請負者請負者
がががが負担負担負担負担

リスクリスクリスクリスク分担分担分担分担
のののの考考考考ええええ方方方方

一般的な工事での瑕疵担
保

瑕疵担保責任 ２年

瑕疵担保保証 なし

空港建設分野で実績のない新技術の採用にあ
たり、十分十分十分十分かつかつかつかつ長期間長期間長期間長期間のののの瑕疵担保瑕疵担保瑕疵担保瑕疵担保をををを確保確保確保確保する。

瑕疵担保責任 10年

瑕疵担保保証 10％

瑕疵担保瑕疵担保瑕疵担保瑕疵担保

多様な提案を可能とすると共に、設計段階設計段階設計段階設計段階でででで
のののの工費工費工費工費をををを施工段階施工段階施工段階施工段階及及及及びびびび維持管理段階維持管理段階維持管理段階維持管理段階においてにおいてにおいてにおいて
もももも担保担保担保担保させるため、設計及び施工を一括して
発注

設計設計設計設計・・・・施工施工施工施工
一括発注一括発注一括発注一括発注

確定した設計図書（図面、
数量）に従った内容での
発注方式（仕様発注仕様発注仕様発注仕様発注）

性能要件性能要件性能要件性能要件（要求水準書）を示し、それを満た
す設計堤案に基づく内容を認める発注方式
３工法での入札参加が可能

性能発注性能発注性能発注性能発注（（（（１１１１））））工法評価選定会議工法評価選定会議工法評価選定会議工法評価選定会議ににににおおおお

けるけるけるける「「「「結論結論結論結論」」」」のののの尊重尊重尊重尊重

「「「「結論結論結論結論」」」」ののののポイントポイントポイントポイント

・いずれの工法（桟橋工法、
埋立・桟橋組合せ工法、浮
体工法）も、適切な設計を
行うことにより建設が可能

・設計段階における工費・工
期を施工段階及び維持管理
段階においても保証させる
ことができるよう設計と施
工を一体的に発注する

一般的一般的一般的一般的なななな入札契約事例入札契約事例入札契約事例入札契約事例羽田羽田羽田羽田空港空港空港空港再拡張事業再拡張事業再拡張事業再拡張事業のののの入札契約方式入札契約方式入札契約方式入札契約方式項目項目項目項目

羽田空港再拡張事業の入札契約方式



羽田空港再拡張事業羽田空港再拡張事業羽田空港再拡張事業羽田空港再拡張事業のののの入札契約方式入札契約方式入札契約方式入札契約方式のののの特徴特徴特徴特徴（（（（２２２２））））羽田空港再拡張事業羽田空港再拡張事業羽田空港再拡張事業羽田空港再拡張事業のののの入札契約方式入札契約方式入札契約方式入札契約方式のののの特徴特徴特徴特徴（（（（２２２２））））

※（１）参照維持管理維持管理維持管理維持管理
契約特則契約特則契約特則契約特則

（（（（２２２２））））公共事業公共事業公共事業公共事業コストコストコストコスト構造構造構造構造

改革改革改革改革へのへのへのへの対応対応対応対応

近年、工事コスト縮減に
配慮し、入札時及入札時及入札時及入札時及びびびび契約契約契約契約
後後後後ＶＥＶＥＶＥＶＥの採用事例あり

入札後あらゆる段階でのコスト縮減を可能とす
るため、落落落落札後契約前札後契約前札後契約前札後契約前ＶＥＶＥＶＥＶＥ及及及及びびびび契約後契約後契約後契約後ＶＥＶＥＶＥＶＥを導
入

VEVEVEVEのののの導入導入導入導入

一般的な事例では
単独工種単独工種単独工種単独工種、、、、２２２２～～～～３３３３社社社社ででででJVJVJVJV
構成構成構成構成

工事実績要件あり

大規模な空港建設工事の履行期間内履行期間内履行期間内履行期間内でのでのでのでの安安安安全全全全・・・・
確実確実確実確実なななな施工施工施工施工をををを担保担保担保担保するためのJV構成要件を設定

異工種建設共同企業体異工種建設共同企業体異工種建設共同企業体異工種建設共同企業体 ５５５５工種工種工種工種からからからから構成構成構成構成
構成員数構成員数構成員数構成員数 ８８８８～～～～１５１５１５１５社社社社
各工種に工事実績要件あり

JVJVJVJV構成要件構成要件構成要件構成要件
（（（（競争参加競争参加競争参加競争参加
資格資格資格資格））））

（（（（３３３３））））2009200920092009年末供用年末供用年末供用年末供用のののの実現実現実現実現

一般的な入札では、入札入札入札入札
価格価格価格価格がががが最低最低最低最低のもののもののもののものをををを落札落札落札落札
者者者者とするとするとするとする（最低価格自動
落札方式）
ただし、予定価格の範囲
内

ライフサイクルコストを考慮し、国として最も
有利な提案で契約を結ぶため、総総総総コスコスコスコストトトト
（（（（設計設計設計設計・・・・施工入札価格施工入札価格施工入札価格施工入札価格＋＋＋＋30303030年間年間年間年間のののの維持管理費維持管理費維持管理費維持管理費
用用用用））））のののの最低最低最低最低のものをのものをのものをのものを落札者落札者落札者落札者とするとするとするとする。
ただし、予定価格、総コスト上限額の範囲内

総合評価総合評価総合評価総合評価
落札方式落札方式落札方式落札方式のののの
採用採用採用採用

一般的一般的一般的一般的なななな入札契約事例入札契約事例入札契約事例入札契約事例羽田羽田羽田羽田空港空港空港空港再拡張事業再拡張事業再拡張事業再拡張事業のののの入札契約方式入札契約方式入札契約方式入札契約方式項目項目項目項目



③③③③要求水準書要求水準書要求水準書要求水準書のののの概要概要概要概要③③③③要求水準書要求水準書要求水準書要求水準書のののの概要概要概要概要



要求水準書要求水準書要求水準書要求水準書のののの位置位置位置位置づけづけづけづけ要求水準書要求水準書要求水準書要求水準書のののの位置位置位置位置づけづけづけづけ

■■■■位置位置位置位置づけづけづけづけ
○設計・施工及び施設の維持管理に求める要求内容

■■■■役割役割役割役割
○入札手続き段階

・入札参加者が提出する技術提案※に対する技術要件

・国が技術提案を審査する上での技術審査基準
※基本設計、施工計画、維持管理計画、環境影響検討

○契約後

・実施設計及び施工並びに工事完成引渡し後の

維持管理業務の全般にわたって遵守すべき規定



要求水準書要求水準書要求水準書要求水準書のののの基本的基本的基本的基本的なななな考考考考ええええ方方方方(1)要求水準書要求水準書要求水準書要求水準書のののの基本的基本的基本的基本的なななな考考考考ええええ方方方方(1)

■■■■性能規定性能規定性能規定性能規定
・・・・仕様規定仕様規定仕様規定仕様規定はははは一部一部一部一部のののの項目項目項目項目にとどめにとどめにとどめにとどめ､､､､性能規定性能規定性能規定性能規定のののの要素要素要素要素をををを

多多多多くくくく取取取取りりりり入入入入れるれるれるれる。。。。

■■■■空港空港空港空港にににに求求求求められるめられるめられるめられる重要重要重要重要なななな基本性能基本性能基本性能基本性能
・・・・ＤＤＤＤ滑走路滑走路滑走路滑走路のののの設計設計設計設計、、、、施工施工施工施工、、、、維持管理維持管理維持管理維持管理、、、、環境影響環境影響環境影響環境影響にににに関関関関してしてしてして

最優先最優先最優先最優先されるされるされるされる事項事項事項事項。。。。

■■■■設計設計設計設計・・・・施工施工施工施工・・・・維持管理維持管理維持管理維持管理のののの一貫性一貫性一貫性一貫性
・・・・設計段階設計段階設計段階設計段階でででで，，，，施工計画施工計画施工計画施工計画（（（（品質管理品質管理品質管理品質管理），），），）， 維持管理計画維持管理計画維持管理計画維持管理計画をををを

十分十分十分十分にににに考慮考慮考慮考慮。。。。

■■■■実現性実現性実現性実現性のののの確保確保確保確保
・・・・厳厳厳厳しいしいしいしい施工条件下施工条件下施工条件下施工条件下のののの工事工事工事工事であるためであるためであるためであるため、、、、実現性実現性実現性実現性のののの確保確保確保確保がががが重要重要重要重要。。。。



空港空港空港空港にににに求求求求められるめられるめられるめられる重要重要重要重要なななな基本性能基本性能基本性能基本性能空港空港空港空港にににに求求求求められるめられるめられるめられる重要重要重要重要なななな基本性能基本性能基本性能基本性能

■■■■空港空港空港空港としてのとしてのとしてのとしての使用性使用性使用性使用性
・航空機が安全に離発着でき,就航率が現空港と同程度確保されること。

■■■■構造物構造物構造物構造物のののの安全性安全性安全性安全性
・滑走路、誘導路をはじめとする各空港施設及びこれらを支える基盤施

設の強度及び安全性が十分に確保されていること。

■■■■工事工事工事工事のののの施工性施工性施工性施工性
・工期内で、安全かつ確実な品質が得られるよう施工できること。

■■■■構造物構造物構造物構造物のののの維持管理性維持管理性維持管理性維持管理性
・構造物として１００年間の設計供用期間の耐久性が確保され、維持管

理が適切に行えること。

■■■■環境環境環境環境へのへのへのへの影響影響影響影響
・施工時及び供用時において、周辺環境に与える影響が少ないこと。



④④④④設計条件設計条件設計条件設計条件 ～～～～土質条件土質条件土質条件土質条件～～～～④④④④設計条件設計条件設計条件設計条件 ～～～～土質条件土質条件土質条件土質条件～～～～

■■■■土質調査土質調査土質調査土質調査のののの概要概要概要概要
○調査間隔：500m程度
○16本の大深度のボーリング
○調査深度=G.L.-80～100m程度

（A-3・A-6：約G.L.-205m）

■■■■土質調査土質調査土質調査土質調査のののの視点視点視点視点
○多摩川の河口域であり，地形の起伏

が著しい地域

→ 地層の連続性の確認

→ 微化石分析等の理学情報の取得

○急速施工／埋立荷重大／広域地盤に

各種の杭基礎構造物を建設

→ 地盤物性の水平方向のばらつき

→ 粘土層の圧密沈下特性

→ 粘土層のせん断強度・強度増加

→ 支持層の分布特性など

【 23側 】

【 05側 】



DDDD滑走路島滑走路島滑走路島滑走路島のののの地層断面図地層断面図地層断面図地層断面図（（（（滑走路方向滑走路方向滑走路方向滑走路方向））））DDDD滑走路島滑走路島滑走路島滑走路島のののの地層断面図地層断面図地層断面図地層断面図（（（（滑走路方向滑走路方向滑走路方向滑走路方向））））

滑走路桟橋部滑走路桟橋部滑走路桟橋部滑走路桟橋部 滑走路埋立部滑走路埋立部滑走路埋立部滑走路埋立部

①①①①層層層層

②②②②層層層層

③③③③層層層層

④④④④層層層層

⑤⑤⑤⑤層層層層

工学的工学的工学的工学的
地層区分地層区分地層区分地層区分



物理特性物理特性物理特性物理特性，，，，NNNN値値値値，，，，せんせんせんせん断波速度断波速度断波速度断波速度のののの標高分布標高分布標高分布標高分布 とととと 工学区分層工学区分層工学区分層工学区分層のののの特徴特徴特徴特徴物理特性物理特性物理特性物理特性，，，，NNNN値値値値，，，，せんせんせんせん断波速度断波速度断波速度断波速度のののの標高分布標高分布標高分布標高分布 とととと 工学区分層工学区分層工学区分層工学区分層のののの特徴特徴特徴特徴
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【【【【①①①①層層層層】】】】 海底面海底面海底面海底面～～～～A.P.A.P.A.P.A.P.----35m35m35m35m程度程度程度程度にににに分布分布分布分布するするするする地層地層地層地層でありでありでありであり，，，，軟弱軟弱軟弱軟弱なななな粘性土主体粘性土主体粘性土主体粘性土主体のののの地盤地盤地盤地盤であるであるであるである。。。。

含水比含水比含水比含水比はははは100100100100％％％％以上程度以上程度以上程度以上程度，，，，塑性指数塑性指数塑性指数塑性指数はははは60606060％％％％以上程度以上程度以上程度以上程度，，，，間隙比間隙比間隙比間隙比はははは3333以上程度以上程度以上程度以上程度であるであるであるである。。。。

【【【【②②②②層層層層】】】】 A.P.A.P.A.P.A.P.----35m35m35m35m～～～～----60m60m60m60m程度程度程度程度にににに分布分布分布分布するするするする地層地層地層地層でありでありでありであり，，，，粘性土主体粘性土主体粘性土主体粘性土主体であるがであるがであるがであるが，，，，②②②②層層層層のののの下半分下半分下半分下半分にににに一部一部一部一部

砂質土砂質土砂質土砂質土がががが挟在挟在挟在挟在するするするする。。。。上部上部上部上部のののの粘土層粘土層粘土層粘土層についてはについてはについてはについては，，，，①①①①層層層層にににに比較比較比較比較するとするとするとすると粗粒粗粒粗粒粗粒でででで低塑性低塑性低塑性低塑性でありでありでありであり，，，，

含水比含水比含水比含水比はははは25252525～～～～60606060％％％％程度程度程度程度，，，，塑性指数塑性指数塑性指数塑性指数はははは10101010～～～～40404040％％％％程度程度程度程度，，，，間隙比間隙比間隙比間隙比はははは1.31.31.31.3程度程度程度程度であるであるであるである。。。。

【【【【③③③③層層層層】】】】 A.P.A.P.A.P.A.P.----50m50m50m50m～～～～----75m75m75m75m程度程度程度程度にににに分布分布分布分布するするするする地層地層地層地層でありでありでありであり，，，，砂礫砂礫砂礫砂礫・・・・粘性土粘性土粘性土粘性土・・・・砂質土砂質土砂質土砂質土のののの互層地盤互層地盤互層地盤互層地盤であるであるであるである。。。。

ＮＮＮＮ値値値値50505050以上以上以上以上のののの箇所箇所箇所箇所もありもありもありもあり，，，，小規模構造物小規模構造物小規模構造物小規模構造物のののの支持層支持層支持層支持層となりうるとなりうるとなりうるとなりうる層層層層であるであるであるである。。。。

【【【【④④④④層層層層】】】】 A.P.A.P.A.P.A.P.----70m70m70m70m～～～～----95m95m95m95m程度程度程度程度にににに分布分布分布分布するするするする地層地層地層地層でありでありでありであり，，，，一部小一部小一部小一部小さなさなさなさなＮＮＮＮ値値値値をををを有有有有するするするする粘土粘土粘土粘土がががが挟在挟在挟在挟在してしてしてしていいいい

るがるがるがるが，Ｎ，Ｎ，Ｎ，Ｎ値値値値50505050以上以上以上以上のののの連続連続連続連続したしたしたした層層層層がががが存在存在存在存在しししし，，，，中規模中規模中規模中規模～～～～大規模構造物大規模構造物大規模構造物大規模構造物のののの支持層支持層支持層支持層となりうるとなりうるとなりうるとなりうる層層層層。。。。

【【【【⑤⑤⑤⑤層層層層】】】】 A.P.A.P.A.P.A.P.----80m80m80m80m程度以深程度以深程度以深程度以深にににに分布分布分布分布するするするする地層地層地層地層でありでありでありであり，Ｎ，Ｎ，Ｎ，Ｎ値値値値50505050以上以上以上以上のののの連続連続連続連続したしたしたした層層層層がががが存在存在存在存在しししし，，，，

大規模構造物大規模構造物大規模構造物大規模構造物のののの支持層支持層支持層支持層となりうるとなりうるとなりうるとなりうる層層層層であるであるであるである。。。。せんせんせんせん断波速度断波速度断波速度断波速度はははは，，，，概概概概ねねねね400m/400m/400m/400m/ssss以上以上以上以上。。。。

①①①①層層層層

②②②②層層層層

③③③③層層層層

④④④④層層層層

⑤⑤⑤⑤層層層層
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圧密降伏応力圧密降伏応力圧密降伏応力圧密降伏応力Pc及及及及びびびび過圧密比過圧密比過圧密比過圧密比OCRとととと有効土被応力有効土被応力有効土被応力有効土被応力∑∑∑∑γγγγ’ｈｈｈｈのののの関係関係関係関係圧密降伏応力圧密降伏応力圧密降伏応力圧密降伏応力Pc及及及及びびびび過圧密比過圧密比過圧密比過圧密比OCRとととと有効土被応力有効土被応力有効土被応力有効土被応力∑∑∑∑γγγγ’ｈｈｈｈのののの関係関係関係関係
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せんせんせんせん断強度断強度断強度断強度（（（（Cuu：：：：三軸三軸三軸三軸ＵＵＵＵＵＵＵＵ試験試験試験試験、、、、Csu,：：：：簡易簡易簡易簡易CU試験試験試験試験，，，，qu/2：：：：一軸圧縮試験一軸圧縮試験一軸圧縮試験一軸圧縮試験））））
強度増加率強度増加率強度増加率強度増加率，，，，圧縮指数圧縮指数圧縮指数圧縮指数Ccのののの深度分布深度分布深度分布深度分布

せんせんせんせん断強度断強度断強度断強度（（（（Cuu：：：：三軸三軸三軸三軸ＵＵＵＵＵＵＵＵ試験試験試験試験、、、、Csu,：：：：簡易簡易簡易簡易CU試験試験試験試験，，，，qu/2：：：：一軸圧縮試験一軸圧縮試験一軸圧縮試験一軸圧縮試験））））
強度増加率強度増加率強度増加率強度増加率，，，，圧縮指数圧縮指数圧縮指数圧縮指数Ccのののの深度分布深度分布深度分布深度分布
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④④④④設計条件設計条件設計条件設計条件 ～～～～地震条件地震条件地震条件地震条件～～～～④④④④設計条件設計条件設計条件設計条件 ～～～～地震条件地震条件地震条件地震条件～～～～

■■■■入力地震動入力地震動入力地震動入力地震動のののの考考考考ええええ方方方方 （（（（「「「「空港土木施設空港土木施設空港土木施設空港土木施設のののの耐震設計指針耐震設計指針耐震設計指針耐震設計指針((((案案案案))))」」」」
地震動レベル 地震動レベルの説明 

レベル１地震動 
空港土木施設全体の設計供用期間中に１～２度発生する確率を有する地震動で，再現期間は概

ね75 年とする。 

レベル２地震動 

空港土木施設全体の設計供用期間中に発生する確率は低いが，大きな強度を有する地震動で，

プレート内あるいは陸地近傍のプレート境界で発生する，いわゆる再現期間が数１００年以上の地

震動。なお，地域防災計画で定められた想定地震がある場合にはこれを参考として設定する。 

 

■■■■入力地震動入力地震動入力地震動入力地震動のののの設定方法設定方法設定方法設定方法
①①①①経験的方法経験的方法経験的方法経験的方法 →→→→ 現空港現空港現空港現空港におけるにおけるにおけるにおける入力地震動入力地震動入力地震動入力地震動

○○○○最大加速度最大加速度最大加速度最大加速度レベルレベルレベルレベル
→ レベル１：既往地震デ-タより，75年期待値の加速度を設定
→ レベル２：地域防災計画等の想定地震断層モデルから最大加速度を

距離減衰式より設定 → 【関東地震（1923，M7.9）】
○○○○波形波形波形波形

→ 標準的な波形（既往の強震観測波形：大船渡波・八戸波）

②②②②半経験的方法半経験的方法半経験的方法半経験的方法 →→→→ レベルレベルレベルレベル２２２２地震動地震動地震動地震動としてとしてとしてとして，，，，最大級最大級最大級最大級のののの地震動地震動地震動地震動
（（（（シナリオシナリオシナリオシナリオ地震地震地震地震：：：：想定南関東地震想定南関東地震想定南関東地震想定南関東地震））））をををを設定設定設定設定

→ 当該地点で観測された記録を基に，関東地震（1923，M7.9）を再現する
シナリオ地震動をレベル２地震動として設定



経験経験経験経験グリーングリーングリーングリーン関数法関数法関数法関数法によるによるによるによる地震動合成地震動合成地震動合成地震動合成経験経験経験経験グリーングリーングリーングリーン関数法関数法関数法関数法によるによるによるによる地震動合成地震動合成地震動合成地震動合成
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L ：断層長(km) 

W ：断層幅(km) 

N ：分割数，C ：重合せ係数 

Vs ：せん断波速度(km/s) 

Vr ：破壊伝播速度(km/s) 
 

           図－６．４ 経験的グリ－ン関数法 

■■■■震源特性震源特性震源特性震源特性，，，，伝播経路特性伝播経路特性伝播経路特性伝播経路特性、、、、

サイトサイトサイトサイト特性特性特性特性

■■■■経験経験経験経験グリーングリーングリーングリーン関数法関数法関数法関数法

■■■■要素地震要素地震要素地震要素地震((((地震観測記録地震観測記録地震観測記録地震観測記録)))) ■■■■断層断層断層断層モデルモデルモデルモデル(1923(1923(1923(1923関東地震関東地震関東地震関東地震,M7.9),M7.9),M7.9),M7.9)



■■■■レベルレベルレベルレベル２２２２地震動地震動地震動地震動（（（（加速度時刻歴波形加速度時刻歴波形加速度時刻歴波形加速度時刻歴波形））））■■■■レベルレベルレベルレベル２２２２地震動地震動地震動地震動（（（（加速度時刻歴波形加速度時刻歴波形加速度時刻歴波形加速度時刻歴波形））））
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図－６．１０ 入力地震動波形（レベル２地震動） 

八戸波八戸波八戸波八戸波（（（（486Gal486Gal486Gal486Gal））））

大船渡波大船渡波大船渡波大船渡波（（（（486Gal486Gal486Gal486Gal））））

シナリオシナリオシナリオシナリオ波波波波
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■■■■レベルレベルレベルレベル２２２２地震動地震動地震動地震動のののの応答応答応答応答スペクトルスペクトルスペクトルスペクトル■■■■レベルレベルレベルレベル２２２２地震動地震動地震動地震動のののの応答応答応答応答スペクトルスペクトルスペクトルスペクトル

1111秒秒秒秒

固有周期固有周期固有周期固有周期((((秒秒秒秒))))

最大応答加速度最大応答加速度最大応答加速度最大応答加速度

(Gal)(Gal)(Gal)(Gal)

2222秒秒秒秒

ーーーー：：：：八戸波八戸波八戸波八戸波，，，，ーーーー：：：：大船渡波大船渡波大船渡波大船渡波，，，，ーーーー：：：：シナリオシナリオシナリオシナリオ波波波波



地震動地震動地震動地震動レベルレベルレベルレベルとととと耐震性能耐震性能耐震性能耐震性能のののの基本的考基本的考基本的考基本的考ええええ方方方方地震動地震動地震動地震動レベルレベルレベルレベルとととと耐震性能耐震性能耐震性能耐震性能のののの基本的考基本的考基本的考基本的考ええええ方方方方

■レベル１地震動

軽微な被害程度とし，地震後速やかに空港再開を可能と

するための構造安定性を要求している。

■レベル２地震動

一定の被害は許容するが，例えば落橋等の構造物の崩壊

を発生させないことを要求しており，復旧が可能なレベ

ルの被害を想定。

地震動 要求内容 
レベル１
地震動 

構造物としては軽微な被害程度とし、強度、安定
性を確保すること。 

レベル２
地震動 

構造物としては著しい被害を受けるが崩壊しない
こと。 



⑤⑤⑤⑤おわりにおわりにおわりにおわりに⑤⑤⑤⑤おわりにおわりにおわりにおわりに



現空港島

■計画全体平面図

■標準縦断線形図
（滑走路中心）

■設計条件（計画条件）

23側 05側

滑走路の高さ ・滑走路標準縦断図を基本とする。 

・23 側滑走路端の高さは、供用期間中 AP+17.1ｍを下回らないこと。 

・05 側滑走路端の高さは、供用期間中 AP+15.0ｍを下回らないこと。 

・滑走路の高さは、あらゆる地点において 23 側滑走路端高さ以下、AP+13.0m 以上とする。 

・勾配変化点は１箇所以内とし、その場合の勾配変化点の位置は滑走路中心部より 05 側とすること。 

 

○○○○ 滑走路滑走路滑走路滑走路のののの高高高高さはさはさはさは，，，，入札公告時入札公告時入札公告時入札公告時にににに発注者発注者発注者発注者がががが提提提提

示示示示したしたしたした標準縦断図標準縦断図標準縦断図標準縦断図をををを基本基本基本基本とすることがとすることがとすることがとすることが求求求求めめめめ

られるがられるがられるがられるが，，，，許容範囲内許容範囲内許容範囲内許容範囲内であればであればであればであれば設計者設計者設計者設計者のののの判判判判

断断断断によりによりによりにより自由自由自由自由にににに提案提案提案提案・・・・設定設定設定設定しししし，，，，よりよりよりより合理的合理的合理的合理的

なななな縦断線形等縦断線形等縦断線形等縦断線形等をををを提案提案提案提案することがすることがすることがすることが可能可能可能可能
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入札実施方針の公
表

H16H16H16H16．．．． 6666．．．．18181818

【入札関係】 【環境アセスメント関係】 【その他】

H16H16H16H16．．．． 7777．．．．27272727

H17H17H17H17．．．． 4444月月月月～～～～

H18H18H18H18春春春春～～～～
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年
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H17H17H17H17．．．． 3333月下旬月下旬月下旬月下旬

設 計

入札公告（官報）

入 札

契 約（工法決定） 工法の決定を反映

施工までに手続終了

方法書手続・現地調査

準備書手続

評価書手続

漁業者との調整
東京港港湾計画の変更

【国際線地区】

ＰＦＩ手法等による国際線地
区の整備運営に関する

検討調査

実施方針の策定・公表

特定事業の評価、選定、公
表

事業者の募集

ＳＰＣとの契約の締結

設計、工事

H17H17H17H17．．．． 3333月下旬月下旬月下旬月下旬

（関係者間調整）

羽田空港再拡張事業に係るスケジュール


